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このマニュアル冊子の内容です。
順に読み進んでください。

1 はじめにお読みください

2 ProStringerPlatinumⅡBadmintonメンテナンス方法

3 ガット張りは簡単！ ・・・ A-1～A-5

4 ProStringerPlatinumIIBadminton「ガット張り作業マニュアル」 ・・・ B-1～B-34

5 プロストリンガープラチナⅡバドミントン保証書

別冊 Stringing Guideストリングガイド

Badminton

兵丹島

ProStringerPlatinumIIBadmintonの本体色がシルバーから黒色に、またテンションボ
タンがブルーからシルバーに、リセットボタンが赤色からシルバーに変わりました。
本体・スイッチボタンの色以外は全く同製品のため、マニュアルは本体がシルバー塗装、
スイッチボタン色がブルー・赤色からシルバー色となっています。



日本国内での使用には    印が付いた３種類のケーブル・ACアダプターを接続してください。 

はじめにお読み下さい 

このたびは、Pro-Stringer PlatinumⅡBadmintonをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 

箱からキャリーバッグを取り出し中身をチェックしてください。 

不足しているものがありましたら、「兵丹島」Pro-Stringer PlatinumⅡ担当「兵丹石 タモ津
ひょうたんいし たもつ

」宛ご連絡下さい。 

Tel 072-751-9415 Fax 072-751-9414 携帯Tel 070-5432-3415 Mail hyotann@gaia.eonet.ne.jp 

□キャリーバッグの内容 

下記の赤い文字はストリングマニュアル

使用名称です。 

□Pro-Stringer PlatinuⅡBadminton本体 

リセットボタン 
テンション調整

ダイヤル 

テンション

ボタン LEDランプ 

□Pro-Stringer PlatinuⅡBadminton支持部 

予備固定ネジ 

回転式ラケット支持アーム 

マウント支柱 

テーブルクランプ 

テンション指示部 

ラケット固定ネジ 

上部固定プレート 

□Pro-Stringer PlatinumⅡBadmintonクランプ・工具類 

ストリングカッター 

ストリング万能工具 

フライングクランプ フライングクラン

ユニバーサル電源コネクター 

PSEマーク入りACアダプター 

ユニバーサル電源ケーブル 

日本国内用PSEマーク入りAC電源ケーブル 

PSEマーク：電気用品安全法認可マーク（経済産業省電気用品安全法令準拠） 

ロータリーテンションヘッド 

センサー口金部 

メンテナンス用六角レンチ３種 

□Pro-Stringer PlatinumⅡBadminton電源部 

ラケット固定ネジ 

上部固定プレート 

Hピースアダプター

Pro-Stringer PlatinumⅡBadminton 



 Pro-Stringer メンテナンス方法 
 
メンテナンスとは、およそ６本のラケットをガット張り作業した後、ロータリーテンションヘッドと２個のフライング

クランプから、ストリングのシリコンコーティングから付着したシリコンを除去してやれば、クランプ時のストリング

の滑りと、これに伴うトラブルを無くすことが出来ます。 
清掃するために、 
 
エチルアルコール（無水エタノール）・・薬局で

1,200 円程度で販売されています。 
薄手のタオルダスター（クリーニングクロス） 
をご用意ください。 

 

 
 

 
１．ロータリーテンションヘッドの清掃 

ロータリーテンションヘッド内側のストリン

グをはさむ歯の部分には滑り止め加工が施さ

れていますが、シリコンが多量に付着する

と、滑り出してしまいます。 
ラケット６本のガット張り作業後には、エチ

ルアルコールをしみ込ませた布でシリコンを

除去してやれば、しっかりとストリングをつ

かんでくれて、円滑なガット張り作業が出来

ます。 

 

  
 

 
２．フライングクランプ（２個）の清掃 
  およそ６本のラケットをストリングした後

に、エチルアルコールをしみ込ませた布を、

クランプの溝に滑り込ませて、フライングク

ランプの溝に付着したシリコンを、掃除し除

去してください。（エチルアルコールは必ず

先に清掃に必要な部分だけを布にしみ込ませ

てから使用してください。） 
 

 
また、エチルアルコールは火気厳禁です、使用後

は中栓も含めてよくふたをして、冷暗所に保管く

ださい。 

 

     
 

ストリングの種類と太さがどんどん増え続けています。 
細くて滑りやすいストリングも有るため、ご面倒ですが、日々のメンテナンスをよろしくお願いいたします。 



ガット張りは簡単！
ストリング経験者はこのページを飛ばしてA-10ページに進んで頂いても結構です。

A～Eの５つの項目を整理すれば、ガット張り作業はいたって簡単です。
基本：まずメインストリング（縦糸）次にクロスストリング（横糸）を張っていく"ツーピースストリング"

注意：ラケットの種類で、A～Eの数値が違います！（一部の説明図はテニスラケットを使用しています。）

はじめに、メインストリングを張ります。 次に、クロスストリングを張ります。

A.メインストリングは何本？ A.クロスストリングは何本？

B.メインを張るのに必要なストリングの長さは？ B.クロスを張るのに必要なストリングの長さは？

C.メインのスキップ（飛ばし）ホールは？ C.クロスのスタートホールは？

D.メインの結び（ノット）のホールは？ D.クロスの結び（ノット）のホールは？

A.メインとクロスのストリングの本数は＝メイン２２本（左右１１本ずつ）：クロス２３本＝ 22M-23C

B.メインとクロスを張るのに必要なストリングの長さ＝メイン 5m50cm ：クロス 4m60cm

=5m50cmM-4m60cmC

C.メインのスキップ（飛ばし）ホール＝ボトム１１番目＝ 11B

C.クロスのスタートホール＝ラケットトップ７番目＝ 7T

11B

11B
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D.メインとクロスの結び（ノット）のホール：クロスは最初に結び（ノット）を作ってから張りはじめます。

メイン：ラケットボトム１０番目・クロス：始めのノットはトップ６番目 終わりのノットはボトム９番目

メイン=10B クロス=6T:9B

E.バドミントンラケットは"メソッドB型”！
メソッドBはグリップとフレームが１本の支柱でつながる構造を持つバドミントン・スカッシュ・ラケットボール

等のラケットに多く適用されます。

（メソッドA は次ページの様にスロートエリアのあるテニスラケットで出現します。）

バドミントンラケット：メソッドＢ ラケットボール・スカッシュラケット：メソッドＢ

ストリングは、支柱の左右にトップからボトムにかけて

ストリングホールを通します。

左右のストリングの長さを同じにしてください。 ストリングは、グリップの左右にトップからボトムにか

けてストリングホールを通します。

左右のストリングの長さを同じにしてください。

以上の A~Dの情報=「ストリングパターン」は兵丹島ウェブサイトで公開しています。
（新製品や一部ラケットメーカーを除き、大半のラケットを網羅しています。）

ガット張り作業の手順説明は以上ですが、「ストリングパターン」表には、適正テンションが表示されています。

適正テンション範囲内でガット張り作業を進めてください。

Yahoo・Google等検索エンジンから「兵丹島ストリングパターン」で検索してください。または
https://www.eonet.ne.jp/~hyotan-jima/Klipper16stringpatterns.htmlをご確認下さい。

10B
6T

10B

9B
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A-3

[参考資料]

テニスラケット
テニスラケットの場合、最初のメインストリングを進めていく方向は２種類あります。

ラケットのスロートエリア（次図参照）にストリングを通すホールの数が何本有るかによって決まります。

メソッドＡ：スロートエリアのストリングホール

（上図の赤い矢印参照）の数が２か６ある場合。

メソッドＢ：スロートエリアのストリングホール

（上図の赤い矢印参照）の数が４か８ある場合。

テニスラケット

メソッドＡ：ストリングホール２か６ メソッドＢ：ストリングホール４か８

スロートエリアの中央の左右２本のストリングホール トップフレームの中央の左右２本のストリングホール

にストリングを通し、先端をトップフレームの相対する にストリングを通し、先端をスロートエリアの相対する

中央のストリングホールに通します。 中央のストリングホールに通します。

左右のストリングの長さを同じにしてください。 左右のストリングの長さを同じにしてください。

メインストリング 縦糸 

クロスストリング 横糸 

ラッケットの部分名称 

フレーム 

トップ 

スロートエリア ボトム 

右サイド 左サイド 

グリップ 

トリムテープ 

ヒール 

グリップエンド 

ストリングホール



「ストリングパターン表」の見方
ストリングパターン表は兵丹島ウェブサイト

http://www.eonet.ne.jp/~hyotan-jima/Klipper16stringpatterns.htmlにラケットメーカー毎に掲載していま
す。

Yahoo.Google.等の検索エンジンから「ストリングパターン表 メーカー名」でもヒットしてくれます。

1. まず、ストリングパターン表からお持ちのラケットのメーカーを選択いただき、アルファベット順に並んだラケ

ットリストの中からラケットの規格名を確認して下さい。

2. テンションTENSIONはメーカーが推奨するガット張りの強さで単位はポンドで表示しています。

3. フィート表示のストリングの長さLENGTH feetは17`M-16`CとするとメインストリングMに17フィート・クロ
スストリングCに16フィートのストリングの長さが必要という意味です。

4. メートル・センチ表示のストリングの長さLENGTH m/cmは5m20cmM-4m90cmCとするとメインストリングM
に5m20cm・クロスストリングCに4m90cmのストリングの長さが必要という意味です。通常はこちらの方で計
測して下さい。

5. たとえば、フィート表示34`-9`S・メートル表示10m40cm-2m75cmSという表示のラケットはワンピースストリ
ングでガット張り作業をしていって下さい。

ストリングの全長が34`(10m40cm)必要で、片方に9`(2m75cm)残してストリングを開始して下さい。

6. パターンPATTERNは22M×21Cの場合、メインストリングMを22本・クロスストリングCを21本張ることを表し
ています。

7. メインを通さないホールSKIP M HOLESが8,10,12,14T-11Bの場合、左右ともラケットトップTから数えて8番
目10番目12番目14番目・ラケットボトムBから数えて11番目のホールをスキップSKIP（飛ばして）してメイン
ストリングを張っていきます。

8. メインの結びTIE Mはメインを張り終わった後にノット（結び）をつくるホールです、たとえば8Bであれば左右
ともラケットボトムBから数えて8番目のホールです。

9. クロスのスタートホールSTART Cはクロスストリングを開始するホールです。たとえば8Tであればラケットト
ップTから数えて8番目のホールに最初のクロスストリングを通します。

10. クロスの結びのホールTIE Cはクロスストリングの最初と最後につくるノット（結び）のホールです。
たとえば5T-6BであればラケットトップTから数えて5番目のホール・ラケットボトムBから数えて6番目のホール
でノット（結び）をつくります。

11. 番号及びTまたはBは次ページ図をご参照下さい。
(次ページ図の場合は、メインを通さないホールSKIP M HOLE＝7,9T-7,9Bを表示しています。)

なお、添付のストリングパターン表はバドミントンが「YONEX」、テニスが「BABOLAT」、スカッシュ「HeadSqu
ash」、ラケットボールが「E-ForceRacquetball」のみです。
[参考]
ストリングパターン表に掲載されていないラケットにつきまして
メインストリングの長さ：大半のラケットは5m50cmあれば大丈夫でしょう。
クロスストリングの長さ：大半のラケットは5m50cmあれば大丈夫でしょう。
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下記、兵丹島のウェブサイトには、現在のテニス・バドミントン・ラケットボール・スカッシュラケットのストリングパターンを掲

載しています。 

Yahoo.Google.等の検索エンジンから「ストリングパターン表 メーカー名」でもヒットしてくれます。 

http://www.eonet.ne.jp/~hyotan-jima/Klipper16stringpatterns.html 
クリッパーUSA 社のサイトでも英語・feet 表示ですが掲載しています。 

http://www.klipperusa.com/stringing/manufacturers.php 
 

ストリングパターンを随時更新していますが、販売開始直後の新製品や新興メーカーについては対応できていないことも

ありますので、あしからずご了承下さいませ。 

 

 

 

 



Pro-Stringer PlatinumⅡ
Badminton
Quick Start Stringing Instructions
「ガット張り作業」マニュアル

このマニュアルはバドミントンラケットのストリング手順を説明していますが、ストリング作業が初めての方は、

まず「ガット張りは簡単！」を確認いただき、次にマニュアルムービーで全体の流れを把握していただいた上で、

下記マニュアルでガット張り作業を始めて下さい。

マニュアルムービーは、

Yahoo・Google等検索エンジンから「兵丹島製品/サービス一覧」で検索いただき、「製品サービス一覧」の下段「ガ

ットの張り方マニュアルビデオ」「ProStringer（プロストリンガー）マニュアルビデオ」をクリックしてください。

ページの下段の「プロストリンガープラチナⅡバドミントン ストリング（ガット張り）手順マニュアル動画」をご覧下さ

い。

または、下記URLを打ち込んでください。

http://www.eonet.ne.jp/~hyotan-jima/ProStringerPlatinumFeatures.html

＜ラケットストリングを始める前に＞
すでにストリングが張ってあるラケットの場合は、デジカメでラケット面とフレームが確認しやすいように撮影して

下さい。

当社のウェブサイト掲載のストリングパターン表には大抵のラケットのストリングパターンが掲載されています。

ストリングパターンの内容は、メインとクロスのストリングに必要なストリングの長さ・メインストリングをスキップす

るストリングホール位置番号.・ノットを作るストリングホール位置番号.・クロスストリングの最初のノットを作るホー

ル位置番号等々ストリングに必要な情報を網羅しています。

次に Section2 「ラケットのガット張り作業」での詳細説明をご確認下さい。
検索エンジンで「兵丹島 ストリングパターン」で検索いただくと、１行目でヒットします。

または、下記URLを打ち込んでください。

https://www.eonet.ne.jp/~hyotan-jima/Klipper16stringpatterns.html

撮影したデジカメ写真による画像を確認しながらストリング作業をしていくと、より確実なストリングが可能です。

では、Section1に進んで ProStringerPlatinumⅡ Badminton を作業テーブルに設置して下さい。

Section 1 - Pro-Stringer PlatinumⅡ Badminton の設置
1. プロストリンガーのキャリーバッグから中

身を取り出して作業テーブルの上に並べて

下さい。

2. バドミントンラケットの設置には、左図の

３点を使用します。
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3. 左写真のように、テーブルクランプを作業

テーブルの中央付近に固定して下さい。

4. マウント支柱のボルト部をテーブルクラン

プのナットに差込み、マウント支柱を回し

て固定して下さい。

5. 回転式ラケット支持アームをマウント支柱

の突起部に差し込んで下さい。そして、ラ

ケット支持アームがなめらかに回転するこ

とを確認して下さい。

6. 両端の、ラケット固定ネジと上部固定プレ

ートを取り外して下さい。
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7. ラケットを回転式ラケット支持アームに取

り付けます。この時、左の写真のように、

ラケットのスロートがあるボトム側をアー

ム長さ調整ネジがある方に、ラケットトッ

プ側をアーム長さ調整ネジのない方にセッ

トして下さい。

アーム長さ調整ネジを回転させて、ラケッ

トフレームの内側に下部固定プレートがピ

ッタリとつくように、アームの長さを調整

して下さい。

回転式ラケット支持アームの両端のボルト

8. に上部固定プレートをはめて下さい。この

時、上部固定プレートのアールの付いてい

る方がいずれも外側になるようにセットし

て下さい。

ラケット固定ネジを取り付け、ラケットが

動かないように固定して下さい。これで、

ラケットの設置が完了しました。

この時、ラケットが正確にセットされているか？水平

位置からも確認しておいてください。



プロストリンガープラチナⅡ本体のテンシ

9 ョン調節ダイアルでストリングの張力（テ

. ンション）を調節します。テンションはポ

ンド表示になっています。

指示部をテンションゲージに合わせて、テ

ンションをセットして下さい。

電源ケーブルをプロストリンガープラチナ

10. Ⅱ本体に接続します

ケーブル類の内、日本国内で使用される場

合には、日本仕様の電源ケーブルを使用し

てください。

11. 左図の黄色い矢印の通り、ケーブルを接続

してください。

12. ＡＣアダプターのプラグをプロストリンガ

ープラチナⅡ本体に差し込んで下さい。

２本のプラグ接続端子はそれぞれ太さが違

うため、差し込める方向は一方向の

みです。

スムーズに挿入できる方向に差し込んでネ

ジを回して固定して下さい。

電源プラグをコンセントに差し込んで下さ

い。
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13. 本体動作説明

注意：テンションをかけたときにトラブル

が発生した場合にはリセットボタンを押し

てください。

通常はテンションボタンのみを操作しま

す。

14. テンションボタンについて

テンション OFF状態
テンションボタンの高さが 2mm ある場合

は、テンション OFF状態です。
テンションがかかっていないか、ロータリ

ーテンションヘッドが逆回転しテンション

を解除している時の状態です。

テンション ON状態
テンションボタンの高さが 1mm の場合

は、テンション ON状態です。
テンションをかけながらロータリーテンシ

ョンヘッドが回転しているか、テンション

がかかってロータリーテンションヘッドは

停止しているもののテンションはかかり続

けている状態です。

テンション OFF とテンション ON 時のボ
タンの高さの違いがわずかですが、ボタン

操作時にご確認ください。

以上でラケット設置は完了です。

Section2のストリング作業に進みます。
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Pro-StringerPlatinumⅡ
Badminton
Stringing Instructions
「ガット張り作業」マニュアル

Section 2 - ラケットのガット張り作業：「メインストリング」
1.まず、このマニュアル A-1～ A-5ページ の「ガット張りは簡単！」の内容をご確認下さい。

2.メインストリング（縦糸）とクロスストリング（横糸）のそれぞれのストリングに必要な長さを確認
します。

メインとクロスのそれぞれのストリングに必要な長さにつきましては、兵丹島ウェブサイト「ストリ

ングパターン表」：Yahoo・Google 等検索エンジンから「兵丹島ストリングパターン」で検索してく
ださい。または https://www.eonet.ne.jp/~hyotan-jima/Klipper16stringpatterns.htmlをご確認下さい。

3.「ストリングパターン表」に掲載されていない場合には、大抵のラケットはメインストリングに
5m80cmをクロスストリングに 5m50cmを取っておけばまず大丈夫です。

4.ストリングの方法にはワンピースストリングとツーピースストリングの２種類があります。
ワンピースストリングはメインストリングの後にクロスストリングを１本のストリングで続けて張っ

ていく方法です（結び目＝ノットは２個になります）。

一方ツーピースストリングはメインとクロスのストリングをそれぞれに張っていきます。

ストリングはメイン用とクロス用の２本を使用します（結び目＝ノットは４個出来ます）。

最近のラケットは大半がツーピースストリングになっています。ここでもツーピースストリングの方

法で説明していきます。

5.すでにストリングが張ってあるラケットの場合は、ストリングを切断する前にデジカメでラケット面
をフレームが確認しやすいように撮影して下さい。

6.ラケットフレームへの衝撃を最小にするために、ストリング済みラケットのストリング外しはラケッ
トの真ん中からメインつぎにクロスと交互に切断していって下さい。

1. まず、真ん中の２本のストリングをラケッ

トフレームのストリングホールから、反対

側のフレームに通します。

バドミントンラケットはこのマニュアルの

A-2 ページに記載の通り、メソッド B 型と
なります。

2. 反対側のフレームに通したストリングの両

端を引っぱって左右のストリングの長さを

同じにします。
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3. フライングクランプで真ん中の２本のスト

リング L1 と R1 の中央部を両方ともクラ
ンプします（はさみます）。

フライングクランプの歯の先端から、5mm
程度の深さのところではさんでください。

（L1=メインストリングの真ん中から数え
て左側の１番目、R1=メインストリングの
真ん中から数えて右側の１番目）

A-5 ページのラケット図をご参照くださ
い。

続けて、左右のストリングをそれぞれの左

4. 右にあるストリングホール L2 と R2 から
反対側のストリングホールに通します。

注意：マニュアル動画の手順はメインストリン

グを左右（L1-R1）2本とも同時に、ラケットの

グリップ側からテンションをかけ、クランプし

て、ガット張り作業を開始していますが、この

マニュアルでは左右交替交代に一本ずつスト

リングホールに通しながらテンションをかけて

いく方法でストリングをしていきます。

もちろん、マニュアル動画の方法で、ガッ

ト張り作業を開始していただいて結構で

す。

5.
左図のように L2 のストリングにテンショ
ンをかけていきます。

プロストリンガー本体のセンサー口金部を

L2 のストリングが通っているフレームの
ストリングホール外側にピッタリとセット

します。

6 センサー口金から、ロータリーテンション

. ヘッドの溝にストリングを通します。
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7 次にシルバー（ブルー）のテンションボタ

. ンを押します。

8. ロータリーテンションヘッドが回転してス

トリングを引っぱります。

ロータリーテンションヘッドの回転が止ま

り、同時に LED ランプが点灯してテンシ
ョンがかかりました。

9 テンションをかけたまま、もう一つのフラ

. イングクランプで L1 と L2 のストリング
を出来るだけラケットのフレームに近づけ

てクランプします。

クランプがストリングのテンションを保持

していることを確認して下さい。
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10. 再び、シルバー（ブルー）のテンションボ

タンを押すとロータリーテンションヘッド

が逆回転し元の位置に戻ります。

11. そこでストリングをロータリーテンション

ヘッドからはずします。

12. 次に L2 と同様の手順で、R2 のストリン
グにテンションをかけていきます。プロス

トリンガー本体のセンサー口金部を R2 の
ストリングが通っているフレームのストリ

ングホール外側にピッタリとセットしま

す。

センサー口金から、ロータリーテンション

ヘッドの溝にストリングを通します。

13. 次にシルバー（ブルー）のテンションボタ

ンを押します。
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14. ロータリーテンションヘッドが回転してス

トリングを引っぱります。

ロータリーテンションヘッドの回転が止ま

り、同時に LED ランプが点灯してテンシ
ョンがかかりました。

15. テンションをかけたま L1 と R1 に止めた
クランプを外して、R1 と R2 のストリン
グを出来るだけラケットのフレームに近づ

けてクランプします。

クランプがストリングのテンションを保持

していることを確認して下さい。
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16. 再び、シルバー（ブルー）のテンションボ

タンを押すとロータリーテンションヘッド

が逆回転し元の位置に戻ります。

17. そこでストリングをロータリーテンション

ヘッドからはずします。

18. 同様の手順で、L3と R3にテンションを
かけていきます。

L2 と R2 から L3 と R3 のストリングホー
ルに対して、ストリングを通します。

19. まず、スロート右側の R3 にテンションを
かけていきます。

ターンテーブルを１８０度回転させて、ス

ロート部が右側に来ています。

世界最小・最軽量でツアーに持参出来る

ProStringerPlatinum Ⅱですが、R3 のテン
ション掛けには工夫を要します。

センサー口金をラケットフレームに密着さ

せるためには、左図のようにマシンを傾け

る必要があります
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20. センサー口金部をラケットフレームに密着

させて、センサー口金から、ロータリーテ

ンションヘッドの溝にストリングを通しま

す。

21.
次にシルバー（ブルー）のテンションボタ

ンを押します。

22. ロータリーテンションヘッドが回転してス

トリングを引っぱります。ロータリーテン

ションヘッドの回転が止まり、同時に LED
ランプが点灯してテンションがかかりまし

た。

23. テンションをかけたま R1 と R2 に止めた
クランプを外して、R2 と R3 のストリン
グを出来るだけラケットのフレームに近づ

けてクランプします。
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24. R2 と R3 のストリングへのクランプが完
了しました。

25. クランプがストリングのテンションを保持

していることを確認して下さい。

再び、シルバー（ブルー）のテンションボ

タンを押すとロータリーテンションヘッド

が逆回転し元の位置に戻ります。

そこでストリングをロータリーテンション

ヘッドからはずします。

R3のテンション掛けには工夫が必要です、
ご面倒をおかけしますがご了承ください。

26. 次の、L3 のストリングはマシンを立てた
ままテンションをかけていきます。

センサー口金から、ロータリーテンション

ヘッドの溝にストリングを通します。
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27. 次にシルバー（ブルー）のテンションボタ

ンを押し、ロータリーテンションヘッドが

回転してストリングを引っぱり、やがてロ

ータリーテンションヘッドの回転が止ま

り、同時に LED ランプが点灯してテンシ
ョンがかかりました。

テンションをかけたまま L1 と L2 に止め
28. たクランプを外して、L2 と L3 のストリン

グを出来るだけラケットのフレームに近づ

けてクランプします。

L-3,R-3あたりから、
ProStringerPlatinumIIBadminton マニュアル
動画ではラケットフェースの底側からクラ

ンプしています。

底側からクランプしていただいても結構で

す。



29. クランプがストリングのテンションを保持

していることを確認して下さい。

30.
再び、青いテンションボタンを押すとロー

タリーテンションヘッドが逆回転し元の位

置に戻ります。

31. ラケットを 180 °回転させて、L4・R4 共
ラケットトップからテンションをかけてい

きます。

バトミントンラケットの種類によっては、

32. R5 及び R6のテンション掛けに R3同様の
工夫が必要なラケットもあります。

左図がそのパターンです。

マシンを４５度程傾けて、センサー口金を

ラケットフレーム外側に密着させてテンシ

ョンをかけていきます。

マシンを傾ける以外は、手順は全く同じで

す。
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33. これらのステップを繰り返して、ラケット

の左サイドの次に右サイドという具合に交

互にメインストリングを張ってしまいま

す。

注意：ラケットを回転しながら、左右交互

にメインストリングを張って下さい。

34. メインストリングが後半にさしかかり L10
や R10 位のところで、ほとんどのラケッ
トにはスキップホールが設定されていま

す。

スキップホールとはメインストリングを通

すストリングホールを１列飛ばして（スキ

ップして）次の列からストリングを通して

いくことを指します。

スキップしたホールにはクロスストリング

が通ります。スキップするストリングホー

ル位置番号は、当社のホームページのスト

リングパターンページに記載のメインを通

さないホール SKIP M HLESか、最初に撮
影しておいたデジカメ写真をご確認下さ

い。

左図のラケットの場合、スキップホールは

11B(B とはボトムの略です）と 11T(T と
はトップの略です）となります。

のホールです。

スキップホールが何カ所もあるラケットも

ありますので、十分ご注意ください。

35. 全てのメインストリングのテンションをか

け終わったら、左右のメインストリングを

ノット（結び）します。

メインストリングの最後のストリングのテ

ンションを 2 ポンド程度強めに張ること
で、ノットを作るときのテンションロスを

相殺することが出来ます。

但し、テンションポンドを変更した場合、

次のクロスストリングにテンションをかけ

る前に元に戻しておくことを忘れないでく

ださい。
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36. ウェブサイトの「ノット（結び）の作り方動画」では 初めての方は「ダブルハーフヒッチ」ノッ

いろんな結び方をご案内しています。 トをおすすめしています。

ノットに慣れていない方や全く初めての方は最初に「ノ これは、子どもの頃に習った「固結び」２

ット（結び）の作り方動画」をご確認ください。 回版です。

２回目の結びにテンションがかかりにくい

Yahoo・Google等検索エンジンから「兵丹島製品/サービス ため、ストリングの端から十分に引っ張っ

一覧」で検索いただき、「製品サービス一覧」の下段「ガット てやる必要があります。

の張り方マニュアルビデオ」の「ノット（結び）の作り方動画

集」でご確認ください。

または、下記URLからご覧下さい。

https://www.eonet.ne.jp/~hyotan-jima/not.html

37.
「ダブルハーフヒッチ」ノットです。

この画像と動画でご確認ください。

２回固結びをして、ストリングの先端をプ

ライヤで引っ張ったまま、クランプを外し

てやるとストリングホールで固まってくれ

ます。

上の画像の動画は「ノット（結び）の作り方動画集」でご覧

いただけます。
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ノット（結び）を作るホールまで、スト

38. リングの先端をラケットフレームの外側を

通って持っていき、そのホールに対して、

ラケットフレームの外側からストリングの

先端を通していきます。

左図の場合は、メインの結び TIE Mは 7B
です。

注意：すでにメインストリングが通ってい

るため、ラケットが新しいうちは、ストリ

ングを通すのに少し苦労するかも知れませ

ん。

通りにくい場合は

1.ストリングの先端をハサミで斜めに鋭利
に切ってください。

2.強くホールに押し込むと結構簡単に通っ
たりします。

3.どうしても通らない場合は、千枚通しの
出番ですが、すでに通っているメインスト

リングに傷を付けてしまわないように十分

に注意して、千枚通しでストリングホール

を広げてください。

39.
ここでは、「プロノット」という日本で最

も使われているノットで説明していきま

す。

動画では"Parmel Knot"と言う名称になって
います。この動画が一番わかりやすいマニ

ュアルです。

上の画像の動画は「ノット（結び）の作り方動画集」でご覧

いただけます。
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40.

ストリングの先端を持って、元々張ってあ

るメインストリングを上からまたぎます。

41. 同じメインストリングをもう一度上からま

たぎます。

42. またいで上がってきたストリングの先端

を、最初に作った輪っかに通します。
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43. ストリングの先端が最初に作った輪っかに

通りました。

44. ストリングの先端側と反対のストリングを

引っ張って、ラケットフレームの外側のた

るみを取ります。

45. たるみを取りながら、ストリング先端を引

っ張っていきます。

46. ラケットフレーム外側のたるみが無くなっ

たことを確認しながら、ストリングの先端

を持って引っ張ってください。



47. 引き続きストリングの先端を引っ張りま

す。

48. ストリングの先端を持つ手をプライヤに持

ち替えて引っ張ってください。

49.
プライヤでストリングを引っ張りながら、

片方の手でクランプを外してください。

テンションがかかってノットの部分が固ま

って完成です。

左側のノットが完成しました。

続いて右側のノットも同じ方法で完成させ

てください。

50.
これでメインストリングが完成しました、

余ったストリングは 7mm 程度残して切っ

て頂いても結構ですが、慣れないうちはノ

ットが緩むこともあるため、そのまま残し

て最後に切ってください。
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Pro-StringerPlatinumⅡ
Badminton
Stringing Instructions
「ストリング方法」マニュアル

Section 3 - ラケットのガット張り作業：「クロスストリング」
クロスストリングは直角に交わるメインストリングの上から通したら次は下からと、メインストリング

に対して上下交互に通していきます。

1. 結びのホール TIE Cでのクロスストリングのノット（結 最初にストリングパターン表から、ラケッ

び）を作る作業は ProStringer マニュアル動画でも、ス トのクロスストリングに必要なストリング

ターティングノットで結んでいます。 の長さとクロスのスタートホール START
C と結びのホール TIE C を確認して下さ
い。

スタートホール START Cと結びのホール
TIE Cに関しては最初に撮影しておいたデ
ジカメ写真もご確認下さい。

クロスストリングはまず、クロスのスター

トホール（すでにストリングが張り上げて

いるラケットはホールが大きくなっていま

す。）にスターティングノットでノット（結

び）を作ることから始めます。

2. 左図が「スターティングノット」です。

「ノット（結び）の作り方動画集」でご覧いただ

けます。

動画は"Starting Knot"の名称で、これでほ
ぼ理解が出来てしまいます。
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3. クロスの結びホール TIE Cに「スターティ
ングノット」でノットを作ります。

左図では 6T（ラケットトップから数えて 6
番目のストリングホール）がクロスの結び

のホールになっています。

ラケットフレームの外側から、ストリング

の先端を 15cm程度通します。

4. すでに張ってあるメインストリングを２回

またぎます。

5 ２回またいで上がってきたストリングの先

. 端を手前に持ってきて、２つの輪っかに通

します。



6. ストリングの先端を持ったまま、ラケット

フレームの外側からストリングを引っ張っ

てください。

7. この時、ラケットフレームの外側からスト

リングを引っ張るのに、プライヤを使用し

ないでください。

これから張っていくクロスストリングを傷

つけないためです。

ノットが固まれば大丈夫です。

スターティングノットは比較的緩みにくい

ノットですが、最初のクロスストリングを

通して、テンションをかけるまでは、緩ん

でいないか確認していてください。

8. ストリングのもう一方の先端を、ラケット

フレームの外側からクロスのスタートホー

ル START Cに通します。
左図の場合は 7T がクロスのスタートホー
ルです。

そして、相対するストリングホールに、メ

インストリングを上下に交互にまたぎなが

ら横切って縫っていきます。
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9. うまく縫える（波打って通せる）ように、

以下の簡単なステップに従ってください。

A.あなたに向かって縫えるように、ラケ
ットを回転させてください。

B.左手をストリング面の下側に、右手を
上側にして縫う作業をします。

C.ストリングの先端で縫う作業をしては
いけません。ラケットの内側に向けて、

ストリングを 30 センチ（12 インチ）
位差し込んでから、ストリングの中で

小さなループを作り、このループがラ

ケットを横切って縫っていく手助けと

なります。

D.メインストリングがよりゆるい場所を
選んで長く縫いましょう。

参考画像

10. １本目のクロスストリングを通し終えた

ら、指を使ってメインストリングに対して

正しく交互に上下に縫えているか確認して

ください。

11. メインストリングにテンションをかけてき

たのと同じ手順で、クロスストリングにも

テンションをかけます。

この、最初のクロスストリングにかけるテ

ンションは、先程作ったスターティングノ

ットを固めてしまうためです。

プロストリンガー本体のセンサー口金部を

最初のクロスストリングが通ったストリン

グホール外側にピッタリとセットします。
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12. センサー口金から、ロータリーテンション

ヘッドの溝にストリングを通し、次にシル

バー（ブルー）のテンションボタンを押し

ます

13. ロータリーテンションヘッドが回転してス

トリングを引っぱります。

ロータリーテンションヘッドの回転が止ま

り、同時に LED ランプが点灯してテンシ
ョンがかかりました。

14.
最初のクロスストリングのノットがしっか

り固まっていることを確認したら、シルバ

ー（ブルー）のボタンを押してテンション

を解放します。

15.
最初のクロスストリングはテンションから

解放されました。
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16. 次に、アームを回転させて、２番目のクロ

スストリングを縫っていきます。

17. 縫い終えたら、指を使ってメインストリン

グに対して正しく交互に上下に縫えている

か確認してください。

さらに、すでに張ってある１番目のクロス

ストリングに対しても、１番目がメインス

トリングの上を通っていたら、２番目は下、

１番目が下なら２番目は上と交互に縫って

いっているかを、指を使って確認してくだ

さい。

18. メインストリングにテンションをかけてき

たのと同じ手順で、クロスストリングにも

テンションをかけます。

最初のクロスストリングの場合のみ２本の

ストリングに同時にテンションをかけま

す。

プロストリンガー本体のセンサー口金部を

２番目のストリングが通っているフレーム

のストリングホール外側にピッタリとセッ

トします。

19. センサー口金から、ロータリーテンション

ヘッドの溝にストリングを通し、次にシル

バー（ブルー）のテンションボタンを押し

ます。
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20. ロータリーテンションヘッドが回転してス

トリングを引っぱります。

ロータリーテンションヘッドの回転が止ま

り、同時に LED ランプが点灯してテンシ
ョンがかかりました。

21. テンションをかけたまま、フライングクラ

ンプで 1 番と 2 番のストリングを出来る
だけラケットのフレームに近づけてクラン

プします。

ProStringerPlatinumIIBadminton マニュアル
動画ではラケットフェースの底側からクラ

ンプしています。

底側からクランプしていただいても結構で

す。

22. クランプがストリングのテンションを保持

していることを確認して下さい。

再び、シルバー（ブルー）のテンションボ

タンを押すとロータリーテンションヘッド

が逆回転し元の位置に戻ります。

23. 全く同じ手順で、３番目から４番目とクロ

スストリングを縫っていきます。

ここでは、２個のフライングクランプを使

って、もしもの時の安全弁に使っています

が、通常は１個のフライングクランプで縫

いきります。
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24. １個のフライングクランプで縫っていきま

す。

25. クロスストリングを縫っていく時、ストリ

ングの先端を両手の指で挟んで縫っていく

方法もあります。

26. ラケットの残りの空いたホールに、それぞ

れ“クロスストリングを縫って・テンショ

ンをかけて・クランプして”を続けてくだ

さい。

後半になるに従って、縫うのがきつくなっ

てきます。（メインストリングの残りの長

さが短くなってくるためです）ラケットを

横切って今まで通り全て縫いきる代わり

に、２～３本のストリングのみを縫って、

いったん止まって引っぱって、を繰り返し

ながら、縫いきってください。

全て縫いきることが困難なときに、ラケッ

トを横切っていく作業はこの方法で行いま

す。

通常、クロスストリングにはスキップホー

ルはありません、ストリングガイドのパタ

ーンに 22M × 22C とあれば、クロススト
リングは 22本縫うということです。



27. メインストリングと同様にクロスストリン

グの最後のストリングのテンションも

2 ポンド程度強めに張ることで、ノットを
作るときのテンションロスを相殺すること

が出来ます。

但し、テンションポンドを変更した場合、

次のラケットのストリングにテンションを

かける前に元に戻しておくことを忘れない

でください。

28. 全てのクロスストリングにテンションをか

け終えたら、プロストリンガー側のラケッ

トフレームに出来るだけ近づけてクランプ

して下さい。

29. 最初に撮って頂いたデジカメ写真かストリ

ングガイドに掲載されている「クロスの結

びのホール」TIE Cのホールにラケットフ
レームの外側からストリングを通してくだ

さい。

30. メインのノット時と同様に、すでにストリ

ングが通っていて、最後のストリングが通

しにくい場合には、ストリングの先端が鋭

利にとがるように斜めにハサミで切ってく

ださい。

B-30



31. クロスの結びの位置はラケットのスロート

部の近くでスペースがあまりありません

が、器用にノットを作ってください。

ノットの方法はメインストリングのノット

と同じ、画像では「Pro-Knot」動画では
"Parmel Knot"で結びます。

32. ストリングの先端を、すでに通しているメ

インストリングに対して、上からまたぎま

す。

33. またいで、メインストリングの下を通して

ストリングの先端を持ち上げてきます。

B-31



34. さらにもう一度ストリングの先端をメイン

ストリングにまたぎます。

またいで上がってくるときに出来ている輪

っかに通します。

35. ストリングの先端側と反対のストリングを

引っ張って、ラケットフレームの外側のた

るみを取ります。

36. 再び、ストリングの先端を引っ張って、ノ

ットを締めていきます。
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37. プライヤに持ち替えて十分に引っ張りま

す。

この時、プライヤからストリングが外れて

自分のアゴなどを打たないように注意して

ください。

38. プライヤで引っ張りながら、フライングク

ランプを取り外します。

39. これで、ノットが固まりました。

全てのストリング作業がほぼ終了しまし

た。

40. メインとクロスのストリングの配列を指で

調整してください。
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41. ノットの後の余ったストリングを 7mm 程

度残してハサミ(付属の爪切り）で切り取

ってください。

42. 左右のラケット固定ネジと上部固定プレー

トをラケット支持アームの両端にあるボル

トから取り外してください。

43.
ラケットをラケット支持アームから取り外

します。

44. これで、ストリング作業は終了です。

お疲れ様でした。

ラケット支持アーム・マウント支柱・テー

ブルクランプを取り外して、プロストリン

ガー本体と共にキャリーバッグの所定の位

置に収納します。
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